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新
型
コ
ロ
ナ
関
連

　
令
和
４
年
度
一
般
会
計
当
初

予
算
は
前
年
度
を
４
億
７
１
０

０
万
円
（
５
・
２
％
）
上
回
り

過
去
最
大
。

　
歳
入
増
の
主
な
要
因
は
、国・

県
の
支
出
金
が
新
型
コ
ロ
ナ
関

連
の
８
６
０
０
万
円
を
含
む
１

億
７
７
０
０
万
円
（
11・１
％
）

増
の
17
億
９
５
０
０
万
円
。

　
ま
た
新
た
に
過
疎
対
策
事
業

債
を
、
年
度
当
初
予
算
に
２
億

７
６
０
０
万
円
計
上
。
好
調
な

ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
金
も
７
０

０
０
万
円
（
11
・
１
％
）
増
の

令
和
３
年
度
実
績
並
み
の
７
億

円
を
見
込
む
。

　
歳
出
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
関
連
で
は
予
防

券
助
成
事
業
に
一
気
に
１
０
０

０
万
円
（
１
２
４
％
）
増
の
１

８
２
０
万
円
を
計
上
。
現
行
の

制
度
に
加
え
、
町
内
一
律
３
０

０
円
チ
ケ
ッ
ト
を
交
付
し
、
過

疎
地
域
の
利
用
促
進
を
図
る
。

道
の
駅
再
整
備
が
本
格
化

　
道
の
駅
北
条
公
園
再
整
備
事

業
に
２
億
９
８
６
万
円
が
計
上

さ
れ
実
施
計
画
に
着
手
。
施
設

の
解
体
が
始
ま
り
、
い
よ
い
よ

本
格
化
。

　
ま
た
出
会
い
の
広
場
に
新
築

移
転
を
目
指
す
「
青
山
剛
昌
ふ

る
さ
と
館
」
再
整
備
に
３
０
９

９
万
円
が
計
上
さ
れ
、
基
本
計

画
の
策
定
が
始
ま
る
。

　
さ
ら
に
拡
大
が
止
ま
ら
な
い

松
く
い
虫
の
防
除
事
業
に
５
４

１
２
万
円
が
計
上
さ
れ
、
手
嶋

新
体
制
が
始
ま
っ
た
。

接
種
事
業
に
４
７
３
８
万
円
、

商
工
業
へ
の
利
子
補
助
金
に
１

７
８
４
万
円
、
農
業
へ
の
米
価

下
落
対
策
に
２
２
４
６
万
円
な

ど
。

外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業

　
目
的
別
の
歳
出
で
は
民
生
費

（
医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
）

が
最
大
。
特
に
タ
ク
シ
ー
利
用

手
嶋
新
体
制 

過
去
最
大
の
予
算
規
模

　
３
月
定
例
会
を
３
月
７
日
か
ら
22
日
ま
で
の
16
日
間
で
開
催
。
令
和
４
年
度
当
初
予
算
11
件
と
条
例
７
件
、

令
和
３
年
度
補
正
予
算
５
件
、
人
事
１
件
、
そ
の
他
６
件
の
全
30
議
案
と
、
発
議
「
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
を
非
難
す
る
決
議
」
１
件
、
諮
問
４
件
、
陳
情
３
件
を
審
議
。

　
そ
の
結
果
、
陳
情
１
件
を
不
採
択
と
し
た
ほ
か
は
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
・
採
択
し
た
。

　
ま
た
別
本
教
育
長
の
後
任
に
、
大
栄
中
学
校
に
７
年
間
在
籍
さ
れ
た
、
元
三
朝
中
学
校
校
長
の
北
野
昭
雄
氏

（
63
）が
任
命
さ
れ
た
。

令和４年度 一般会計当初予算　95億2500万円
歳出

95億2500万円
歳入

95億2500万円

その他4億5620万円（4.8％）
予備費962万円（0.1％）

教育費
9億1376万円
（9.6％）

総務費
18億8016万円
（19.7％）

土木費
12億3409万円
（13.0％）

農林水産業費
7億390万円
（7.4％）

消防費2億6170万円（2.7％）
商工費4億2747万円（4.5％）

議会費1億219万円（1.1％）

公債費
7億1913万円
（7.5％）

衛生費
7億6786万円
（8.1％）

民生費
25億512万円
（26.3％）

県支出金
8億4329万円
（8.9％）

町債 6億5140万円（6.8％）

国庫支出金
9億5172万円
（10.0％）

地方交付税
34億5007万円
（36.2％）

その他
4億5480万円（4.8％）

繰入金
 5億9720万円（6.3％）

寄付金
7億円（7.3％）

町税
14億2032万円
（14.9％）

依存財源

自主財源

「
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
」
へ
試
さ
れ
る
手
腕

※単位は億円

一般会計　町債（借金）

H31

2億

4億

6億

8億

10億

0
R2 3 4

（R4年度当初）

6.51

7.95

6.286.25

一般会計 公債費（借金返済）

H31

2億

4億

6億

8億

10億

0
R2 3 4

（R4年度当初）

8.62
8.02

7.19

8.19

町全体の借金残高

H30

160億

170億

180億

0
31 R2 3

（R4.3.31現在）

174.09

156.01

161.18

166.80

町全体の基金残高

H30

35億

30億

25億

40億

45億

0
31 R2 3

（R4.3.31現在）

38.45

43.5043.09

39.46
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完成予想図

増える枯れ松

住みよい
まちに 注目事業はこれだ

　松くい虫被害の拡大を防止するため、
特別伐倒駆除、薬剤散布を行う。

継続 松くい虫防除
5412万円 2億986万円

継続 道の駅北条公園再整備

見えない危険がそこに

　通学路合同点検において、対策が必要とさ
れた箇所の、早急な安全性の向上を図る。

新規 3200万円通学路安全対策

　地域外に流出している電気料金の一
部を、地域内に循環させるための新会
社に出資する。

新規 地域新電力 100万円

地域内の経済循環に挑戦

　　山陰道、国道313号線北条道路の整備計画に
合わせ、町外からの呼び込みを図り、地域住
民の交流の場として賑わいを創出する道
の駅を目指す。

　従来の助成に加え、新たに乗降場所を町内に
限定した片道１回の利用者負担を300円とする
助成。

1820万円

UDタクシー

タクシー利用料助成継続・新規

子育てするなら北栄町

継続・新規

1779万円
母子衛生事業

　　新生児聴覚検査、３才児視力の屈
折検査、妊婦・産後健診などの
費用を助成する。
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コ
ナ
ン
通
り
の
整
備
計
画

長
谷
川
　
昭
二

❶
コ
ナ
ン
の
カ
ラ
ー
オ
ブ
ジ
ェ
を
今

度
は
ど
こ
へ
設
置
す
る
の
か
。

❷
最
終
的
に
ど
ん
な
観
光
地
に
す
る

計
画
か
。
財
政
的
に
も
町
民
の
理
解

が
必
要
で
は
。

松
本
観
光
交
流
課
長

❶
コ
ナ
ン
通
り
や
役
場
周
辺
を
予
定

し
て
い
る
。手

嶋
町
長

❷
コ
ナ
ン
の
町
づ
く
り
の
全
体
計
画

は
こ
れ
か
ら
考
え
る
。
国
・
県
か
ら

の
支
援
を
求
め
な
が
ら
、
身
の
丈
に

合
っ
た
運
営
を
し
た
い
。

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

斉
尾
　
智
弘

　
国
の
方
針
転
換
を
受
け
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
に
今
後
ど
う
対
応
す
る
か
。

接
種
券
等
の
配
布
時
期
は
。

吉
岡
健
康
推
進
課
長

　
接
種
の
体
制
は
ま
だ
整
っ
て
い
な

い
。
チ
ラ
シ
と
接
種
券
の
配
布
は
、
早

け
れ
ば
４
月
か
ら
５
月
頃
の
見
込
み
。

た
め
池
の
点
検

野
田
　
秀
樹

　
以
前
か
ら
危
険
性
を
指
摘
し
て
い

る
が
、
昨
年
双
子
池
が
決
壊
し
た
。

町
内
の
他
の
た
め
池
の
点
検
と
今
後

の
対
応
は
。清

水
産
業
振
興
課
長

　
地
元
の
住
民
や
水
利
組
合
と
相
談

し
な
が
ら
、
町
が
点
検
す
る
。

　
長
年
使
用
さ
れ
て
い
な
い
防
災
重

点
た
め
池
は
、
要
望
が
あ
れ
ば
廃
止

に
向
か
う
。

再
生
資
源
ゴ
ミ
回
収

井
川
　
敦
雄

　
処
理
委
託
料
の
必
要
な
月
１
回
の

町
の
収
集
と
、
報
奨
金
が
支
払
わ
れ

る
地
域
の
団
体
の
回
収
が
あ
る
が
、

町
の
負
担
が
少
な
い
の
は
ど
ち
ら
か
。

杉
本
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
課
長

　
地
域
の
団
体
に
任
せ
る
方
が
負
担

は
少
な
い
が
、
活
動
回
数
が
少
な
い
。

環
境
の
た
め
に
は
慎
重
な
検
討
が
必
要
。

ほ
く
ほ
く
カ
ー
ド

油
本
　
朋
也

　
最
近
加
盟
店
が
減
少
し
て
い
る

が
、
そ
の
理
由
は
。
維
持
し
た
い
加

盟
店
舗
数
は
。

清
水
産
業
振
興
課
長

　
利
用
者
が
少
な
く
、
店
舗
側
も
そ

の
メ
リ
ッ
ト
を
伝
え
ら
れ
て
い
な

い
。
１
０
０
店
舗
を
目
標
。

前
田
　
栄
治

　
出
産
祝
い
金
を
ポ
イ
ン
ト
で
一
人

５
万
円
分
計
上
し
て
い
る
が
、
子
ど

も
が
増
え
る
た
び
に
、
祝
い
金
を
増

額
す
る
自
治
体
が
あ
る
。
地
元
商
工

業
の
発
展
の
た
め
に
も
、
増
額
す
る

考
え
は
な
い
か
。

手
嶋
町
長

　
県
外
の
例
も
参
考
に
考
え
た
が
、

あ
と
で
そ
れ
を
減
額
し
て
い
る
自
治

体
も
あ
る
。

　
不
安
な
部
分
が
あ
り
、
今
回
は
と

り
あ
え
ず
こ
れ
で
行
く
。

保
育
士
の
処
遇
改
善

長
谷
川
　
昭
二

　
政
府
が
打
ち
出
し
て
い
る
、
率
で

３
％
、
金
額
で
９
０
０
０
円
相
当
の

改
善
方
針
は
、
こ
の
予
算
に
反
映
さ

れ
て
い
る
か
。

中
原
教
育
総
務
課
長

　
他
の
市
町
の
対
応
状
況
も
把
握
で

き
ず
、
本
町
で
は
他
の
事
務
職
員
と

の
均
衡
も
あ
り
、反
映
さ
れ
て
い
な
い
。

手
嶋
町
長

　
保
育
士
不
足
は
認
識
し
て
い
る
。

近
隣
市
町
の
状
態
を
よ
く
確
認
し
て

対
応
し
た
い
。

＊
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス
キ
ル
テ
ス
ト

中
山
　
功
一

　
70
万
円
も
予
算
を
計
上
し
て
い
る

が
、
こ
れ
ま
で
の
効
果
は
。
今
後
も
継

続
し
成
果
を
あ
げ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

中
原
教
育
総
務
課
長

　
開
始
か
ら
２
年
が
経
過
し
、
各
中

学
校
で
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
今
の

と
こ
ろ
目
に
見
え
る
成
果
は
な
い
。

結
果
は
出
し
た
い
。

＊
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス
キ
ル
テ
ス
ト

　

�

文
章
の
意
味
を
正
確
に
と
ら
え
る
力
を

測
定
・
診
断
す
る
テ
ス
ト

風
車
の
修
理

尾
嶋
　
準
一

　
風
車
機
器
故
障
修
繕
費
に
８
６
２

５
万
円
計
上
さ
れ
て
い
る
。
耐
用
年

数
が
迫
る
が
、
修
理
し
て
ま
だ
使
用

す
る
の
か
。

杉
本
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
課
長

　
修
理
の
予
定
だ
が
Ｆ
Ｉ
Ｔ
終
了
時

期
を
見
据
え
、
収
支
が
合
わ
な
け
れ

ば
修
理
し
な
い
。
修
繕
費
を
検
討
し

判
断
す
る
。

問答答

問答問答問

答問答問答

問答答問

答問答

質 疑 あ れこれ賛否あり予算案に令和4年度

介
護
保
険
特
別
会
計

　
介
護
保
険
制
度
創
設
以
来
、
利
用
者
へ
の
負
担

増
と
利
用
抑
制
の
連
続
で
あ
り
、
昨
年
８
月
か
ら

の
非
課
税
世
帯
の
食
費
負
担
引
き
上
げ
な
ど
の
中

止
と
、
利
用
料
・
保
険
料
の
減
免
で
必
要
な
介
護

が
保
障
さ
れ
る
こ
と
を
求
め
る
。

　
　
　
　
賛
成
者　
中
山
・
河
本
・
井
川
・
尾
嶋

　
　
　
　
　
　
　
　
奥
田
・
野
田
・
秋
山
・
油
本

　
　
　
　
　
　
　
　
斉
尾
・
町
田
・
前
田
・
阪
本

反
対
討
論

長
谷
川
　
昭
二

可
決

下
水
道・農
業
集
落
排
水・合
併
浄
化
槽
会
計

　
使
用
料
の
引
き
上
げ
が
繰
り
返
さ
れ
、

県
内
の
他
市
町
村
に
比
べ
非
常
に
高
く

な
っ
て
い
る
。
加
え
て
コ
ロ
ナ
禍
で
苦
し

い
町
民
生
活
を
守
る
た
め
使
用
料
の
引
き

下
げ
を
求
め
る
。

　
　
　
　
賛
成
者　
中
山
・
河
本
・
井
川

　
　
　
　
　
　
　
　
尾
嶋
・
奥
田
・
野
田

　
　
　
　
　
　
　
　
秋
山
・
油
本
・
斉
尾

　
　
　
　
　
　
　
　
町
田
・
前
田
・
阪
本

反
対
討
論

長
谷
川
　
昭
二

可
決

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
国
保
は
、
低
所
得
者
・
年
金
暮
ら
し
の
高
齢
者

の
加
入
率
が
高
く
、
医
療
を
切
実
に
必
要
と
す
る

人
が
多
い
。
高
す
ぎ
る
保
険
税
を
国
の
負
担
で
協

会
け
ん
ぽ
並
み
に
引
き
下
げ
る
必
要
が
あ
る
。

　
ま
た
、
特
別
な
事
情
の
あ
る
世
帯
に
町
独
自
の

減
免
を
し
て
国
保
税
を
軽
減
す
べ
き
だ
が
、
そ
の

取
り
組
み
は
な
い
。

　
　
　
　
賛
成
者　
中
山
・
河
本
・
井
川
・
尾
嶋

　
　
　
　
　
　
　
　
奥
田
・
秋
山
・
油
本
・
斉
尾

　
　
　
　
　
　
　
　
町
田
・
前
田
・
阪
本

反
対
討
論

長
谷
川
　
昭
二

可
決

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　
保
険
料
軽
減
特
例
の
廃
止
や
低
所
得
者

の
保
険
料
の
軽
減
措
置
を
縮
小
な
ど
、
高

齢
者
へ
の
医
療
差
別
と
際
限
の
な
い
負
担

を
押
し
つ
け
て
い
る
。
国
費
投
入
に
よ
る

制
度
改
革
を
求
め
る
。

　
　
　
　
賛
成
者　
中
山
・
河
本
・
井
川

　
　
　
　
　
　
　
　
尾
嶋
・
野
田
・
秋
山

　
　
　
　
　
　
　
　
油
本
・
斉
尾
・
町
田

　
　
　
　
　
　
　
　
前
田
・
阪
本

反
対
討
論

長
谷
川
　
昭
二

可
決

▼
窓
口
・
庶
務
業
務
の
民
間
委
託
は
、

偽
装
請
負
や
個
人
情
報
漏
洩
の
恐
れ
、

地
域
内
経
済
循
環
に
逆
行
。
▼
観
光
事

業
は
、
補
助
金
、
施
設
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
や
修
繕
の
経
費
が
経
常
的
に
支
出
さ

れ
て
い
る
が
地
元
経
済
を
潤
し
て
い
る

か
は
疑
問
。
▼
学
校
給
食
は
、
偽
装
請

負
の
疑
い
が
あ
る
民
間
委
託
で
、
栄
養

管
理
職
員
と
調
理
員
の
一
体
的
運
営
が

損
な
わ
れ
て
い
る
。
▼
給
食
費
の
無
償

化
や
奨
学
資
金
な
ど
、
教
育
の
機
会
均

等
を
保
障
す
る
支
援
が
不
十
分
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
町
民
生
活
や
町
内
産

業
を
守
る
対
処
を
さ
れ
て
い
る
。
ふ
る

さ
と
納
税
寄
付
金
に
７
億
円
を
見
込
む

な
ど
歳
入
の
確
保
で
期
待
で
き
る
予
算
。

　
農
業
で
は
、
担
い
手
不
足
に
対
す
る

就
農
や
後
継
者
育
成
に
取
り
組
ま
れ
、

子
ど
も
の
誕
生
に
５
万
円
分
の
ポ
イ
ン

ト
進
呈
な
ど
地
域
の
商
工
業
と
つ
な
ぐ

子
育
て
支
援
や
生
涯
学
習
・
福
祉
の
充

実
な
ど
の
事
業
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

　
中
央
公
民
館
大
栄
分
館
建
て
替
え
検

討
、
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
、
コ
ロ
ナ
対
策
、
タ
ク
シ
ー
利
用

助
成
、
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
で

支
援
の
光
が
当
た
る
。

　
産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
補
助
金
な
ど
多

数
の
農
業
支
援
。
青
山
剛
昌
ふ
る
さ
と

館
再
整
備
で
観
光
産
業
の
発
展
が
期
待

さ
れ
る
。
災
害
対
策
、
教
育
費
な
ど
に

も
気
配
り
し
た
予
算
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
賛
成
者　
　
中
山
・
河
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
川
・
蓑
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
尾
嶋
・
野
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
山
・
油
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
斉
尾
・
町
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
田
・
阪
本

反
対
討
論
長
谷
川
　
昭
二

賛
成
討
論

井
川
　
敦
雄

賛
成
討
論

斉
尾
　
智
弘

可
決

一
　
般
　
会
　
計

©青山剛昌／小学館

©青山剛昌／小学館

「道に迷った平次と和葉」（令和３年度設置）

がんばり続ける風車
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質 疑 あ れこれ

令
和
３
年
度 

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
15
号
）

財
政
調
整
基
金

秋
山
　
修

　
繰
入
金
が
な
ぜ
全
額
不
要
に
。

小
澤
企
画
財
政
課
長

　
７
月
豪
雨
な
ど
の
災
害
復
旧
事

業
を
一
般
財
源
か
ら
の
補
正
で
計

上
し
て
い
た
が
、
国
の
補
助
金
等

が
確
定
し
た
た
め
基
金
に
戻
し
た
。

空
き
教
室
は

野
田
　
秀
樹

　
教
室
を
分
割
し
て
使
用
す
る
た

め
の
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
の
購
入
等

の
予
算
だ
が
、
近
年
の
児
童
数
の

減
少
で
空
き
教
室
が
あ
る
は
ず
。

利
用
が
可
能
で
は
。

中
原
教
育
総
務
課
長

　
児
童
数
は
減
っ
た
が
、
少
人
数

学
級
が
増
え
た
。

　
空
き
教
室
は
特
別
支
援
学
級
や

個
別
支
援
に
有
効
活
用
し
て
い
る

た
め
、
教
室
は
足
り
な
い
。

問答問答

高
校
生
等
の
通
学
費
助
成
金

油
本
　
朋
也

　
年
度
末
に
な
っ
て
助
成
金
を
増

額
す
る
理
由
は
。

中
原
教
育
総
務
課
長

　
学
年
末
に
申
請
が
多
く
見
込
ま

れ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
た
め
。

大
型
モ
ニ
タ
ー
追
加
購
入

中
山
　
功
一

　
昨
年
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
用
に

か
な
り
の
数
量
を
購
入
し
た
。
余

分
が
あ
る
の
で
は
。

中
原
教
育
総
務
課
長

　
学
校
か
ら
普
通
教
室
や
特
別
教

室
以
外
で
の
使
用
の
希
望
が
あ
っ

た
た
め
。

各
種
が
ん
検
診
委
託
料

井
川
　
敦
雄

　
減
額
の
理
由
は
。

問答問答問

吉
岡
健
康
推
進
課
長

　
前
年
度
の
意
向
調
査
を
元
に
予

算
を
編
成
し
た
が
、
実
際
の
受
診

者
が
減
っ
た
た
め
。

勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
法
面
工
事

長
谷
川
　
昭
二

　
工
事
に
伴
う
地
盤
変
動
調
査
委

託
料
が
減
額
さ
れ
て
い
る
理
由
は
。

　
周
辺
家
屋
の
影
響
調
査
は
。

倉
光
地
域
整
備
課
長

　
そ
の
委
託
料
は
、
仮
設
道
路
の

工
事
に
よ
る
地
盤
変
動
等
の
民
家

へ
の
影
響
の
予
備
的
調
査
の
不
用

額
。
実
際
の
影
響
は
本
体
工
事
終

了
後
に
再
度
調
査
す
る
。

答問答

議決結果一覧

条
　
　
　
　
　
例

行政財産使用料条例の一部改正（町外者の学校施設の使用料を２倍に規定等）

可　決�
（全会一致）

職員の育児休業等に関する条例の一部改正（会計年度任用職員の育児休業の取得要件を緩和）

税条例の一部改正（特定非営利活動法人への寄付を促進し、その活動を推進する目的で税控除
法人を追加）

町営及び県営事業分担金徴収条例の一部改正（分担金を徴収できる県営事業を追加）

水道事業給水条例等の一部改正（コンビニ収納とキャッシュレス決済導入に伴う整備）

町営住宅の設置及び管理に関する条例の一部改正（町営由良宿団地の駐車料金を徴収） 可　決�
（賛成10人）

国民健康保険税条例の一部改正（国保税と後期高齢者支援金の課税限度額引き上げ） 可　決�
（賛成11人）

補
正
予
算

令和３年度一般会計補正予算（第15号）（第16号）� （１億4832万円）（０円）

可　決�
（全会一致）

令和３年度国民健康保険特別会計補正予算（第３号）� （０円）

令和３年度栄財産区特別会計補正予算（第１号）� （16万円）

令和３年度大栄歴史文化学習館特別会計補正予算（第３号）� （△346万円）

そ
の
他
・
人
事

町道の廃止（向山団地解体による２路線）

町道の認定（山陰道「北条道路」整備に伴う２路線）

町道の変更（山陰道「北条道路」整備及び道路台帳修正業務で県道等接合箇所の整合を行う11路線）

財産の処分について（お台場キャンプ場を国に売却）

動産買い入れの変更（学校タブレットの納入期限の変更）

工事請負契約の締結（双子池災害復旧工事）

人権擁護委員の候補者推薦（定数６名の内、任期満了に伴う４名）

教育長の任命同意（別本勝美教育長の辞任に伴い、後任に北野昭雄氏を教育長とする同意）

決
議
・
陳
情

ロシアによるウクライナ侵攻を非難する決議
可　決�

（全会一致）保育所等の最低基準（職員配置・面積基準）と保育士の処遇の抜本的な改善を求める意見書の
提出を求める陳情

ウイグルの人権侵害問題に対し、国に調査を求める意見書採択の陳情 可　決�
（賛成12人）

「最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求める意見書」の採択を求める陳情 不採択�
（賛成１人）

陳情の審査（討論）
特別会計 予算額 審議結果

国民健康保険 1,981,643 可決
（賛成11）

介護保険 1,710,232 可決
（賛成12）農業集落排水 14,328

栄財産区 585 可決
（全会一致）

合併処理浄化槽 8,039 可決
（賛成12）

大栄歴史文化学習館 74,069 可決
（全会一致）

後期高齢者医療保険 210,166 可決
（賛成11）

単位：千円

公営企業会計 収入 支出 審議結果

水　　道
収益的 280,714 249,140 可決

（全会一致）資本的 78,814 156,650

下 水 道
収益的 958,325 833,594 可決

（賛成12）資本的 727,936 1,125,903

風力発電
収益的 464,145 395,781 可決

（全会一致）資本的 0 100,000

※�企業会計で資本的収入額が同支出額に不足する額は、過年度分
損益勘定留保資金、当年度分損益勘定留保資金、繰越利益剰余
金処分額等で補てんする。

令和４年度　特別会計・公営企業会計の予算と審議結果

①
国
の
言
う
よ
う
に
１
０
０
０
円
を
目
指
す
べ
き
。

②
全
国
一
律
最
低
賃
金
制
度
は
地
域
の
実
情
が
反
映
さ

れ
な
い
。

③
企
業
へ
の
支
援
が
な
い
中
で
、
最
低
賃
金
の
議
論
を

す
る
の
は
い
か
が
な
も
の
か
。

　
必
要
な
生
計
費
に
地
域
格
差
は
な
く
、
時
給

１
５
０
０
円
以
上
必
要
。
現
状
は
自
立
し
た
生
活
す
ら

困
難
。本
陳
情
は
、中
小
零
細
企
業
へ
の
支
援
が
前
提
。

　
　
　
賛
成
者

　
　
　
　
長
谷
川

反
対
討
論

井
川
　
敦
雄

賛
成
討
論

長
谷
川
　
昭
二

最
低
賃
金
の
改
善
と
中
小
企
業
の
支
援
拡
充

　
議
員
必
携
に
は
、
外
交
問
題
を
採
択
す
る
こ
と
は
一

般
的
に
好
ま
し
く
な
い
と
あ
る
。
町
村
の
権
限
外
の
意

見
書
を
提
出
し
て
も
責
任
が
と
れ
な
い
。

　
確
か
に
外
交
問
題
の
意
見
書
採
択
は
好
ま
し
く
な
い

と
あ
る
が
、
一
方
で
は
広
く
社
会
一
般
の
福
祉
と
利
益

に
関
連
し
、
か
つ
住
民
の
関
心
が
高
く
、
公
益
に
か
な

え
ば
、
そ
の
実
現
を
図
る
た
め
議
決
し
意
見
書
を
提
出

で
き
る
（
地
方
自
治
法
第
99
条
）
と
あ
る
。

　
　
　
賛
成
者

　
　
　
　
中
山
、
河
本
、
井
川
、
蓑
原
、
尾
嶋
、
奥
田

　
　
　
　
野
田
、
油
本
、
町
田
、
前
田
、
長
谷
川
、
阪
本

反
対
討
論

斉
尾
　
智
弘

賛
成
討
論

油
本
　
朋
也

新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
の
人
権
問
題

被災した法面



第８回 高校生議会

大
おお
家
いえ
　真

ま
菜
な
　議員（左）

上
うえ
村
むら
　莉

り
央
お
　議員（右）

問　 �鳥取大学の本館と
いつでもサテライ
ト授業ができるよ
うにしては。

町長 �機運が高まれば、
考えたい。

教育長 �コミュニティスクールや大学との連携を進め、学
校と地域をつなげたい。

友
とも
野
の
　勇
ゆう
次
じ
　議員

問　 �由良の浜に常設のビーチス
ポーツパークをつくっては。

町長 �砂浜を資源として見直すきっ
かけとなるが、道路用地に売却
のため、お台場のキャンプ場を
閉鎖する予定で実現は困難。

中
なか
川
がわ
　愛
あい
夢
む
　議員

問　 �東高尾観音寺の拝観の難しさ
が指摘され、観光への影響も
心配される。多くの人に公開
していくことが必要では。

教育長 �拝観するには総代の方に予約
をして収納庫を開けていただ
く必要があり、仕事を持ちな
がらの対応にご理解いただき
たい。

山
やま
根
ね
　茅
かや
乃
の
　議員（左）

奥
おく
村
むら
　乃

の
愛
あ
　議員（右）

問　 �動物愛護の周知や
保護動物の里親探
しのため、「アミティ
エ」と連携したイ
ベントを開催しては。

町長 �毎年９月の動物愛
護フェスタや毎月のアミティエフェスタなどを周
知、啓発していくことを中心に連携したい。

鷲
す
見
み
　　萌

もえ
　議員

問　 �エネルギー・食の自給に注目
し、豊かに生活できるお試し
住宅で、移住促進につなげては。

町長 �短期間の体験ではエネルギー
や食の自給のメリットは実感
しにくい。希望があれば移住
相談に応じる。

加
か
茂
も
田
だ
　楽

ら
夏
な
　議員

問　 �北栄町産ブラックベリージャ
ムを使用したパンを給食に。

教育長 �パンの価格、食数分の確保の
課題がある。特別給食であれ
ば検討したい。

笹
ささ
山
やま
　知

ち
沙
さ
　議員

問　 �人気ユーチューバーやコナン
の声優たちに依頼し、コナン
通りのPR動画を作成しては。

町長 �著作権、費用が発生するので
慎重な検討が必要。名探偵コ
ナンに会えるまち北栄町の
PRに努力していく。

問　 �風力発電は恩恵があるだけでな
く、生態系や健康への悪影響も考
慮すべき。風力発電を続けるなら
町民の納得が必要。

町長 �環境や教育を中心にまちづくりに
役立てた。今後の対応は、町民に
理解いただけるよう機会を捉えて
説明する。

石
いし
川
かわ
　遥
はる
斗
と
　議員

問　 �大栄中学校で和太鼓を購入
し、それを高校が借りること
はできないか。

教育長 �現状で購入は難しい。大人用
は、北条砂丘太鼓の貸出しが
可能。

川
かわ
上
かみ
　千

ち
尋
ひろ
　議員（右）

永
なが
禮
れ
　美

み
桜
お
奈
な
議員（中央）

脇
わき
坂
さか
　紘
ひろ
貴
き
　議員（左）

倉
くら
本
もと
　祥

しょう
伍
ご
　議員

問　 �空き家（空き店舗）のオーナー
を募集して、ゲストハウスや
チャレンジショップにしては。

町長 �オーナー募集は考えていない。
支援制度を活用して創業に
チャレンジしていただきたい。

門
かど
原
はら
　健
けん
太
た
　議員

問　 �町民の交流やスポーツ振興�
のために指導者養成等の支援
策は。

町長 �スポーツ推進委員を委嘱し、
スポーツの普及・指導をして
いる。

教育長 �ジュニア指導者研修会を実施
している。支援は積極的に行う。

谷
たに
本
もと
　　海

かい
　議員

問　 �手作りしおりなどの体験型
サービスを、道の駅で提供し
てはどうか。また、自分たち
だけの観光マップをつくれる
ように、ホームページ上に写
真フレームを作ってみては。

町長 体験型観光として、和紙灯り
や手焼きせんべいが楽しめる。写真フレームについては、
意図しない情報が発信される恐れもあるが、検討したい。

中
なか
村
むら
　結

ゆ
菜
な
　議員（左）

谷
たに
口
ぐち
　彩
あや
香
か
　議員（右）

問　 �人口減少が予想さ
れるが、関係人口に
注目したプランは。

町長 �農家民泊、地域お
こし協力隊の受け
入れなど、関係人
口の創出から移住を促すための仕組みを整えてい
るところである。

田
た
村
むら
　佑
ゆう
市
いち
郎
ろう
議長

聞いて
くださ

い
私たちの

声を
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　令和４年２月24日に高校生議会が開催されま
した。
　鳥取中央育英高校生が、夢や希望膨らむまちづ
くりに向けた質問を、議員として町執行部にぶつ
けました。
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ここを う問町
政

３月定例会では11人の議員が
21問の一般質問を行いました

質問分野 質　　問　　事　　項 質問者 ページ

町づくり
・防災

ホテル誘致 尾嶋　準一
11

防災対策は万全か 蓑原美百合

生活

生活道路の除雪 斉尾　智弘
12

瀬戸バイパスの交通事故対策 油本　朋也
除雪対策

井川　敦雄 13
マイナンバーカード

健康
新型コロナウイルスの対応と対策 奥田　伸行

14
3回目の新型コロナワクチン接種 斉尾　智弘

福祉
北栄町版生活交通の整備 町田　貴子

15
地域福祉推進計画 秋山　　修

政治・政策

森林整備の現状 野田　秀樹
16

北栄ドリーム農場の実態と展望 油本　朋也
事業の優先順位 中山　功一

17
過疎債、合併特例債の運用と今後の事業検討の在り方 阪本　和俊

農業
大栄西瓜選果場設備更新に係る費用助成

斉尾　智弘 18
白ネギ生産者を守ること

環境
県道320号羽合東伯線沿い北条川維持管理状況 蓑原美百合

19
松くい虫被害の現状と今後の対策 秋山　　修

教育
中学校の部活動

中山　功一 20
こども園、小中学校の職員募集
こども園に常時看護師配置 蓑原美百合 21

町
政
こ
こ
を
問
う

議会だより北栄 ６２号
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会
議
場
や
飲

食
施
設
は
稼

働
率
が
低
く
、
事
業
者
は
消

極
的
で
あ
り
、
ホ
テ
ル
の
誘

致
は
非
常
に
難
し
い
と
考
え

ら
れ
る
。
希
望
者
が
あ
れ
ば

支
援
し
た
い
。

町
長

　
　
　
　
　
　
コ
ナ
ン
駅

前
の
広
大

な
空
き
地
に
、
会
議
場
、

宴
会
、
飲
食
の
機
能
を
備

え
た
ホ
テ
ル
を
誘
致
で
き

な
い
か
。

尾
嶋

町長 非常に難しい
コナン駅前の空き地に

要
救
助
者
の
把
握
は

町
長 

不
十
分
だ
っ
た

防
災

ホテル誘致

　
　
　
　
　
　
❶
防
災
会

議
の
女
性

委
員
は
18
％
。
高
齢
者
、

障
が
い
者
な
ど
多
様
な
視

点
を
反
映
で
き
る
構
成
か
。

❷
妊
婦
・
乳
幼
児
、
日
本

語
に
不
慣
れ
な
外
国
人
等

の
要
救
助
者
の
情
報
把
握

は
。

❸
自
治
会
防
災
マ
ッ
プ

（
支
え
愛
マ
ッ
プ
）
の
作

成
状
況
は
。

❹
防
災
士
の
役
割
と
今
後

の
育
成
予
定
は
。

蓑
原

　
　
　
　
　
　
❶
女
性
の
登

用
率
50
％
を

考
え
な
が
ら
募
集
し
て
い
る
。

❷
名
簿
を
作
成
し
管
理
し
て

い
る
が
、
妊
婦
・
乳
幼
児
、

日
本
語
に
不
慣
れ
な
外
国
人

は
把
握
し
て
い
な
か
っ
た
。

次
回
防
災
会
議
で
説
明
す
る
。

❸
作
成
さ
れ
て
い
る
の
は
、

ま
だ
20
自
治
会
。

　
民
生
委
員
・
愛
の
輪
協
力

員
・
自
治
会
と
の
連
携
会
議

に
つ
い
て
は
検
討
す
る
。

❹
役
割
は
地
域
の
防
災
リ
ー

ダ
ー
。
現
在
42
名
防
災
士
資

格
取
得
し
て
い
る
。
防
災
士

の
交
流
会
開
催

予
定
。

町
長

尾嶋　準一

蓑原　美百合

防災士のリーダーシップに期待

JA所有の空き地

町
政
こ
こ
を
問
う（
町
づ
く
り
・
防
災
）
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❶
個
人
を
対

象
に
し
た
除

雪
の
補
助
は
考
え
て
い
な
い
。

　
自
治
会
が
行
う
除
雪
機
の

購
入
や
除
雪
作
業
は
、
町
の

補
助
制
度
の
活
用
を
。

❷
設
置
だ
け
で
な
く
、維
持・

点
検
の
費
用
や
処
理
水
に
対

す
る
周
囲
の
理
解
が
必
要
に

な
る
の
で
、
自
治
会
や
、
個

人
が
取
り
組
む
の
は
難
し
い
。

　
北
日
本
な
ど
の
豪
雪
地
帯

の
自
治
体
で
は
制
度
化
さ
れ

て
い
る
が
、
本
町
で
は
稼
働

回
数
が
少
な
い
と
考
え
る
。

町
長

　
　
　
　
　
　
昨
年
暮
れ

か
ら
大
雪

に
見
舞
わ
れ
た
。
生
活
道

路
で
あ
る
自
治
会
内
の
狭

い
道
路
に
除
雪
車
が
進
入

で
き
な
い
た
め
、
地
元
住

民
だ
け
で
は
除
雪
が
追
い

つ
か
ず
、
多
く
の
苦
情
や

要
望
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
今
後
の
除
雪
計
画
に
つ

い
て
、以
下
の
点
を
伺
う
。

❶
自
治
会
内
を
除
雪
す
る

た
め
の
、
個
人
所
有
の
ト

ラ
ク
タ
ー
に
接
続
で
き
る

「
フ
ロ
ン
ト
ロ
ー
ダ
ー
」

購
入
の
補
助
は
。

❷
除
雪
作
業
が
軽
減
さ
れ

る
と
考
え
ら
れ
る
「
融
雪

井
戸
」
設
置
の
補
助
は
。

斉
尾

町長 個人へは考えていない
フロントローダーに補助金を
生活道路の除雪

　
　
　
　
　
　
普
及
推
進
の

た
め
、
町
報

等
の
お
知
ら
せ
だ
け
で
な

く
、
予
約
制
の
休
日
窓
口
を

開
設
し
て
い
る
。

　
平
日
の
み
自
治
会
の
公
民

館
に
出
向
く
こ
と
も
実
施
。

今
後
も
引
き
続
き
普
及
率
の

向
上
に
取
り
込
む
。

町
長

　
　
　
　
　
　
町
の
実
施
す

る
除
雪
対
象

路
線
は
、
通
学
路
や
バ
ス
路

線
、
集
落
間
を
結
ぶ
主
要
な

町
道
。

　
集
落
内
の
道
路
に
つ
い
て

は
、
作
業
機
械
の
大
き
さ
や

作
業
時
間
、
雪
捨
て
場
確
保

な
ど
に
課
題
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
地
元
自
治
会
へ
委
ね
て

い
る
。
ご
理
解
を
。

町
長

　
　
　
　
　
　
交
付
が
始

ま
っ
て
６

年
、普
及
率
は
ま
だ
低
い
。

　
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
基
盤

と
な
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
一
層
の
普
及
推

進
を
図
る
よ
う
、
ア
プ

ロ
ー
チ
を
要
望
。

井
川

町長 狭い道路は自治会で
集落内生活道も除雪を

一
層
の
普
及
推
進
を

町
長
引
き
続
き
取
り
組
む

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

除雪対策

井川　敦雄

な
ぜ
繰
り
返
さ
れ
る

町
長
手
は
尽
く
し
た
が
…

瀬
戸
バ
イ
パ
ス
の
衝
突
事
故

　
　
　
　
　
　
そ
の
地
点
で

発
生
す
る
事

故
の
ほ
と
ん
ど
は
、
出
合
い

頭
の
衝
突
事
故
で
あ
り
、
交

差
点
で
の
安
全
確
認
が
不
十

分
で
あ
っ
た
た
め
発
生
し
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
確
か
に
他
の
交
差
点
と
比

町
長

　
　
　
　
　
　
平
成
25
年

の
部
分
供

用
開
始
か
ら
、
８
年
半
が

経
過
し
た
。

　
行
政
側
の
対
応
も
あ

り
、
バ
イ
パ
ス
全
体
の
事

故
件
数
は
、
緩
や
か
に
減

少
傾
向
に
あ
る
。
し
か
し

セ
ラ
ト
ピ
ア
北
側
の
交
差

点
の
、
出
合
い
頭
の
事
故

が
今
も
後
を
絶
た
な
い
。

見
通
し
の
よ
い
交
差
点

で
、
な
ぜ
繰
り
返
し
起
こ

る
の
か
。

油
本

較
し
て
事
故
の
発
生
し
や
す

い
場
所
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま

で
町
や
警
察
で
有
効
と
思
わ

れ
る
対
策
は
、
ほ
ぼ
実
施
し

た
。

　
新
た
な
防
止
策
に
つ
い

て
、
県
と
も
う
一
度
話
し
合

う
。

　
　
　
　
　
　
昨
年
末
の

大
雪
で
除

雪
が
遅
れ
、
住
民
か
ら
苦

情
が
相
次
い
だ
。
幹
線
道

路
は
除
雪
さ
れ
て
も
、
集

落
内
の
狭
い
生
活
道
路
は

除
雪
さ
れ
ず
、
高
齢
化
の

進
ん
だ
地
区
に
お
い
て

は
、
除
雪
が
大
変
困
難
に

な
っ
て
い
る
。

　
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン

で
「
安
全
で
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
」
が
示
さ
れ

て
お
り
、
道
路
の
効
率
的

か
つ
有
効
な
除
排
雪
の
実

井
川

施
な
ど
適
切
な
維
持
管
理

が
必
要
で
は
。

斉尾　智弘

油本　朋也

フロントローダー

魔（？）の交差点

なんとかしてください

あなたもそろそろ、この１枚

町
政
こ
こ
を
問
う
（
生
　
　
　
活
）

町
政
こ
こ
を
問
う
（
生
　
　
　
活
）
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❶
２
月
５
日

か
ら
集
団
接

種
を
行
っ
て
お
り
、
希
望
の

ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
。

❷
保
健
所
が
疫
学
調
査
に
よ

り
実
施
し
て
い
る
。

❸
日
本
小
児
科
学
会
に
よ
る

と
「
健
康
な
子
ど
も
へ
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
は
意
義
が
あ

る
」
と
あ
る
。

　
接
種
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
、

デ
メ
リ
ッ
ト
を
十
分
に
理
解

し
、
判
断
で
き
る
よ
う
１
市

４
町
で
連
携
す
る
。

町
長

　
　
　
　
　
　
❶
３
回
目

ワ
ク
チ
ン

接
種
の
進
捗
状
況
は
。
町

民
の
希
望
に
応
え
ら
れ
て

い
る
の
か
。

❷
同
居
家
族
が
濃
厚
接
触

者
と
し
て
検
査
を
受
け
る

場
合
の
指
示
は
誰
が
決
め

て
い
る
の
か
。

❸
５
歳
か
ら
11
歳
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
は
本
当
に
必
要

か
、
意
味
が
あ
る
か
。
町

と
し
て
の
考
え
は
。

奥
田

町長 中部圏域での接種体制を構築
対応策は
新型コロナウイルス

不
安
な
と
き
は

町
長
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
で
も
対
応

３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

　
　
　
　
　
　
❶
十
分
に
供

給
さ
れ
て
い

る
。

❷
こ
れ
ま
で
と
同
じ
く
、
町

で
バ
ス
を
出
す
。

❸
分
か
り
や
す
い
文
章
で
案

内
し
て
い
る
。
コ
ー
ル
セ
ン

町
長

　
　
　
　
　
　
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
の
終
息
に
向
け
て

期
待
さ
れ
る
３
回
目
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
、

以
下
の
点
を
伺
う
。

❶
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
量
は

十
分
か

❷
接
種
会
場
へ
交
通
手
段

の
な
い
方
へ
の
対
応

❸
５
歳
か
ら
11
歳
の
小
児

用
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
保
護

者
対
応

斉
尾

❹
小
児
用
ワ
ク
チ
ン
は
十

分
か

❺
妊
婦
へ
の
接
種

❻
後
遺
症
の
相
談
窓
口

タ
ー
で
も
対
応
す
る
。

❹
十
分
に
確
保
し
て
い
る
。

❺
安
心
し
て
も
ら
え
る
よ
う

情
報
提
供
に
努
め
る
。
妊
婦

は
重
症
化
リ
ス
ク
が
高
い

が
、
ワ
ク
チ
ン
の
有
効
性
も

高
く
、
産
科
学
会
で
推
奨
し

て
い
る
。

　
不
安
が
あ
れ
ば
、
か
か
り

つ
け
医
と
相
談
し
て
ほ
し
い
。

❻
役
場
窓
口
で
受
け
付
け
る
。

奥田　伸行

斉尾　智弘

ワクチン接種会場

厚生労働省のHPより

町
政
こ
こ
を
問
う
（
健
　
　
　
康
）
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共
助
交
通

は
、
住
民
主

体
で
地
域
の
移
動
支
援
を
行

う
活
動
で
あ
る
。
ま
ず
は
、

住
民
の
皆
さ
ん
に
広
く
「
共

助
交
通
」
に
つ
い
て
知
っ
て

い
た
だ
き
、
活
動
へ
の
理
解

と
関
心
を
広
げ
て
い
く
こ
と

が
必
要
。

　
活
動
を
検
討
し
た
い
方
や

団
体
が
あ
れ
ば
、
専
門
の
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
の
派
遣
な
ど
、

具
体
的
な
活
動
に
つ
な
げ
て

行
く
。

町
長

　
　
　
　
　
　
現
在
「
タ

ク
シ
ー
利

用
料
助
成
・
在
宅
通
院
支

援
助
成
」
な
ど
が
あ
り
多

く
の
町
民
が
利
用
。

　
近
い
将
来
高
齢
化
率
が

高
く
な
り
、
制
度
の
維
持

が
困
難
に
な
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
。

　
共
助
に
よ
る
持
続
可
能

な
交
通
手
段
の
導
入
の
検

討
が
急
務
で
は
。

町
田

町長 具体的な活動に支援を
共助交通の整備を
生活交通の整備

町
長
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
掲
載

地
域
福
祉
推
進
計
画

　
　
　
　
　
　
❶
主
な
事
業

は
、
地
域
福

祉
推
進
計
画
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス

ト
版
の
全
戸
配
布
や
地
域
福

祉
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開

催
。
策
定
委
員
が
評
価
し
、

結
果
を
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
知
ら
せ
て
い
る
。

　
初
年
度
に
評
価

Ｃ
だ
っ
た
「
災
害

時
の
連
携
の
強
化
」

に
対
し
て
は
、
支

え
愛
マ
ッ
プ
作
成

の
講
演
会
等
を

町
長

　
　
　
　
　
　
❶
地
域
福

祉
推
進
計

画
を
策
定
し
２
年
経
過
し

た
。

　
こ
の
間
の
主
な
事
業
と

進
捗
管
理
は
ど
の
よ
う
に

行
わ
れ
た
か
。

　
ま
た
、
実
施
し
て
い
な

い
項
目
に
つ
い
て
は
、
ど

ん
な
形
で
活
か
さ
れ
た
か
。

❷
計
画
策
定
時
に
盛
り
込

め
な
か
っ
た
項
目
に
つ
い

て
今
後
の
対
応
は
。

秋
山

行
っ
た
。

❷
令
和
３
年
度
中
に
「
重
層

的
支
援
体
制
整
備
実
施
計

画
」
と
「
成
年
後
見
制
度
利

用
促
進
計
画
」を
盛
り
込
む
。

　
残
る
項
目
に
つ
い
て
は
６

年
度
の
見
直
し
に
向
け
、
４

年
度
か
ら
検
討
を
進
め
る
。

進
捗
管
理
は

町田　貴子

秋山　修

推進委員会のようす

４月にデビュー、町内一律300円チケット（下）

町
政
こ
こ
を
問
う
（
福
　
　
　
祉
）
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各
自
治
体
へ

の
配
分
が
適

正
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、
も

う
少
し
検
討
が
必
要
と
思
わ

れ
る
。
国
に
対
し
て
の
要
望

は
、
そ
れ
か
ら
に
し
た
い
。

　
森
林
整
備
の
重
要
性
は
、

有
害
鳥
獣
対
策
だ
け
で
な
く

防
災
・
減
災
の
事
も
含
め
、

景
観
上
に
も
非
常
に
重
要
と

考
え
る
。
国
の
「
森
林
環
境

譲
与
税
」
と
県
の
「
森
林
環

境
保
全
税
」
も
合
わ
せ
て
活

用
し
、
関
係
機
関
と
も
話
し

合
い
な
が
ら
取
り
組
む
。

　
自
治
会
長
会
で
森
林
整
備

の
重
要
性
に
つ
い
て
、
周
知

し
た
い
。

町
長

　
　
　
　
　
　
森
林
整
備

を
目
的
と

し
た「
森
林
環
境
譲
与
税
」

が
、
令
和
２
年
度
は
北
栄

町
に
４
０
８
万
円
、
森
林

の
無
い
大
阪
市
に
２
億
３

０
０
０
万
円
、
森
林
面
積

が
北
栄
町
の
半
分
に
も
満

た
な
い
横
浜
市
に
３
億
２

０
０
０
万
円
配
分
さ
れ

た
。
実
際
に
森
林
整
備
の

必
要
な
自
治
体
に
多
く
配

分
さ
れ
る
よ
う
、
国
に
基

準
の
見
直
し
を
要
求
す
べ

き
。

　
森
林
の
持
つ
公
益
的
機

能
や
防
災
・
減
災
の
観
点

か
ら
整
備
の
必
要
性
を
自

治
会
に
周
知
す
べ
き
。

野
田

町長 検討が必要
譲与基準の見直し
急がれる森林整備

　
　
　
　
　
　
❶
起
債
の
発

行
は
、
財
政

健
全
化
の
判
断
指
標
に
注
視

し
な
が
ら
、
判
断
を

し
て
い
き
た
い
。

❷
電
力
の
調
達
を
市

場
に
依
存
せ
ず
、
一

部
固
定
化
し
て
調
達

す
る
こ
と

と
、
き
め

細
や
か
な

需
給
管
理

が
リ
ス
ク

へ
の
対
策
。

町
長

り
当
て
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
対

策
や
災
害
な
ど
突
発
的
な
事

態
に
も
優
先
的
に
配
分
。

　
社
会
情
勢
の
変
化
や
住
民

ニ
ー
ズ
の
変
化
な
ど
を
勘
案

し
、
事
業
の
優
先
順
位
を
決

め
て
い
る
。

❷
農
業
の
担
い
手
確
保
、
生

産
規
模
拡
大
支
援
、
大
栄
ス

イ
カ
な
ど
の
ブ
ラ
ン
ド
品
の

情
報
発
信
強
化
、
他
の
農
産

物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
。

　
起
業
支
援
、
事
業
継
承
支

援
、
ほ
く
ほ
く
カ
ー
ド
の
利

用
促
進
、
青
山
剛
昌
ふ
る
さ

と
館
再
整
備
、
道
の
駅
再
整

備
、
地
域
新
電
力
会
社
整
備

に
重
点
を
置
い
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
❶
少
子

化
・
人
口

減
少
で
、
問
題
が
山
積
し

て
い
る
北
栄
町
の
事
業
の

優
先
順
位
は
。 

❷
町
内
で
お
金
を
使
っ
て

も
ら
い
、
収
入
を
生
み
出

す
た
め
の
方
策
は
。

中
山

　
　
　
　
　
　
❶
過
疎
債

は
、
町
負

担
が
3
割
で
済
む
と
い
っ

た
執
行
部
の
受
け
止
め
方

は
大
き
な
問
題
。

❷
地
域
新
電
力
事
業
は
、

町
財
政
の
ひ
っ
迫
が
危
惧

さ
れ
る
中
、
電
力
高
騰
の

リ
ス
ク
が
あ
り
関
わ
る
べ

き
で
は
な
い
。

❸
中
央
公
民
館
大
栄
分
館

の
建
て
替
え
、
青
山
剛
昌

ふ
る
さ
と
館
の
新
築
移
転

阪
本

町長 持続可能なまち
目指すところは

町
負
担
３
割
で
済
む
は
大
問
題

町
長
財
政
健
全
化
注
視
し
起
債
を
発
行

❸
検
討
会
は
、
施
設
の
設
置

目
的
や
理
念
、
機
能
、
設
備

や
規
模
、
運
営
体
制
等
に
対

し
て
ご
意
見
を
い
た
だ
く
場

で
あ
る
。

　
町
財
政
へ
の
影
響
を
議
論

い
た
だ
く
場
と
は
考
え
て
い

な
い
。

過
疎
債
・
合
併
特
例
債
・
事
業
検
討

事業の優先順位

中山　功一

阪本　和俊

ず
っ
と
赤
字
な
ん
で
す
け
ど

町
長
何
と
か
地
域
に
貢
献
し
た
い

北
栄
ド
リ
ー
ム
農
場

　
　
　
　
　
　
❶
冬
場
の
特

産
品
と
し
て

イ
チ
ゴ
の
産
地
化
を
目
指

す
。
町
と
Ｊ
Ａ
の
出
資
の
た

め
、
利
益
追
求
よ
り
新
商
品

の
開
発
、
担
い
手
の
育
成
な

町
長

　
　
　
　
　
　
設
立
当
時

か
ら
赤
字

が
続
き
、
初
め
て
の
黒
字

を
見
込
ん
で
い
た
第
６
期

も
赤
字
に
終
わ
っ
た
こ
の

会
社
に
つ
い
て
、
以
下
の

点
を
伺
う
。

❶
こ
の
会
社
の
設
立
の
目

的
と
経
営
理
念
は
。

❷
町
が
１
５
０
０
万
円
出

資
し
て
い
る
な
ら
、
広
く

町
民
に
経
営
状
況
を
公
開

す
べ
き
で
は
。

❸
決
算
報
告
に
記
載
の
な

油
本

い
、
国
・
県
・
町
か
ら
投

入
さ
れ
た
会
社
設
立
以
来

の
公
的
資
金
の
総
額
は
。

❹
そ
れ
を
含
め
た
結
果
と

し
て
、
こ
れ
ま
で
の
成
果

と
町
へ
の
利
益
は
。

❺
今
後
の
改
善
計
画
は
。

会
社
の
将
来
的
な
ビ
ジ
ョ

ン
と
存
在
価
値
は
。

ど
公
的
な
視
点
を
持
っ
た
会

社
と
す
る
。

❷
毎
日
新
聞
に
加
え
、
会
社

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。

❸
約
１
億
６
０
０
０
万
円
。

❹
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
が

新
規
就
農
。
こ
の
取
り
組
み

が
担
い
手
育
成
の
受
け
皿
と

な
る
。

❺
炭
酸
ガ
ス
発
生
装
置
で
増

収
を
図
り
、
ふ
る
さ
と
納
税

の
返
礼
品
な
ど
高
付
加
価
値

商
品
の
販
路
開
拓
を
推
進
。

　
早
期
の
黒
字
化
で
経
営
を

安
定
し
、
地
域
農
業
に
貢
献

し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
❶
中
長
期
は

ま
ち
づ
く
り

ビ
ジ
ョ
ン
を
基
本
に
、
単
年

度
予
算
は
必
要
に
応
じ
て
割

町
長

は
、
検
討
会
へ
町
財
政
の

現
状
を
示
す
と
と
も
に
、

世
界
情
勢
の
急
変
を
踏
ま

え
、
経
済
が
安
定
す
る
ま

で
事
業
の
凍
結
や
見
直
し

も
視
野
に
再
検
討
を
。

野田　秀樹

油本　朋也

森は泣いている

新築移転か

©青山剛昌／小学館

赤いイチゴの黒字化を

まちづくりビジョン

令和２年 9月

鳥取県北栄町

2020-2030

人と自然が共生し

確かな豊かさを実感するまち

北栄町まちづくりビジョン北栄町まちづくりビジョン第2次第2次

©青山剛昌／小学館©青山剛昌／小学館

町
政
こ
こ
を
問
う
（
政
治
・
政
策
）

町
政
こ
こ
を
問
う
（
政
治
・
政
策
）
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選
果
場
改
修

の
内
容
や
事

業
費
は
、
協
議
会
を
中
心
に

15
回
以
上
の
会
議
を
経
て
作

成
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
。

　
農
家
の
負
担
が
増
え
る
こ

と
は
承
知
し
て
い
る
が
、
こ

れ
は
平
成
29
年
の
ラ
ッ
キ
ョ

ウ
の
共
同
乾
燥
調
製
施
設
や

今
年
度
の
長
芋
選
果
場
と
同

じ
く
、
生
産
者
の
意
思
決
定

で
行
わ
れ
る
も
の
と
考
え

る
。助
成
は
考
え
て
い
な
い
。

町
長

　
　
　
　
　
　
改
修
が
計

画
さ
れ
、

令
和
５
年
６
月
に
稼
働
開

始
予
定
の
大
栄
西
瓜
選
果

場
は
、
総
事
業
費
約
12
億

円
。
そ
の
う
ち
半
分
が
国

の
補
助
金
で
、
残
り
は
生

産
者
の
負
担
と
な
り
、
ス

イ
カ
一
玉
当
た
り
の
施
設

利
用
料
が
60
円
か
ら

１
２
０
円
に
な
る
と
試
算

さ
れ
る
。

　
生
産
者
の
負
担
軽
減
の

た
め
、
町
で
も
選
果
場
改

修
の
事
業
費
を
助
成
す
る

べ
き
で
は
。

斉
尾

町長 考えていない
生産者を助けて
西瓜選果場改修の費用助成

生
産
者
へ
の
対
応
は

町
長
関
係
機
関
と
の
連
携
を
密
に

白
ネ
ギ
の
黒
腐
菌
核
病

　
　
　
　
　
　
❶
こ
の
試
験

は
、
県
が
園

芸
試
験
場
を
中
心
に
実
施
し

た
も
の
。
農
家
へ
の
周
知
や

病
気
に
対
す
る
理
解
に
問
題

が
あ
っ
た
の
で
は
。

❷
生
産
者
の
間
で
共
通
理
解

が
得
ら
れ
る
よ
う
、
関
係
機

関
と
の
情
報
収
集
・
情
報
発

信
が
大
切
。
こ
れ
ま
で
以

上
に
連
携
を

と
っ
て
い
く
。

町
長

　
　
　
　
　
　
昨
年
、
町

外
の
生
産

者
が
栽
培
す
る
白
ネ
ギ
に

黒
腐
菌
核
病
が
発
生
。
こ

の
病
気
は
、
ま
ん
延
性
が

高
く
恐
れ
ら
れ
て
い
る

が
、
県
の
園
芸
試
験
場
は

地
元
生
産
者
へ
の
連
絡
よ

り
も
、
防
除
の
た
め
の
薬

剤
試
験
を
優
先
し
た
。

　
こ
の
件
に
関
し
、
以
下

の
点
を
伺
う
。

❶
地
元
生
産
者
へ
連
絡
が

遅
れ
た
理
由

❷
苦
し
む
白
ネ
ギ
生
産
者

へ
の
対
応

❸
町
外
か
ら
の
参
入
者
へ

の
対
応

斉
尾

農
業
委
員
会
長
農
地
法
に
従
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

❸
農
地
の
貸
借
は
、
農
地
法

に
定
め
ら
れ
て
い
る
。
町
外

者
は
必
要
に
応
じ
て
聞
き
取

り
を
行
い
、
審
査
・
決
定
。

　
当
面
は
該
当
の
農
地
に
本

病
の
被
害
の
恐
れ
の
あ
る
作

物
の
作
付
は
し
な
い
。

農
業
委
員
会
長

斉尾　智弘

大栄西瓜選果場

感染した畑

町
政
こ
こ
を
問
う
（
農
　
　
　
業
）
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河
川
の
樹
木

の
伐
採
は
維

持
管
理
基
準
で
河
川
断
面
の

３
割
に
流
水
阻
害
が
生
じ
る

場
合
と
な
っ
て
い
る
。
治
水

上
の
支
障
は
生
じ
て
い
な
い
。

　
現
場
を
再
度
点
検
す
る
。

問
題
あ
れ
ば
中
部
総
合
事
務

所
県
土
整
備
局
へ
申
し
入
れ

す
る
。

町
長

　
　
　
　
　
　
県
道
羽
合

東
伯
線
沿

い
の
北
条
川
道
路
側
に
、

背
丈
の
高
い
草
や
樹
木
が

あ
る
。
水
の
流
れ
を
阻
害

す
る
恐
れ
が
あ
り
、
景
観

上
も
好
ま
し
く
な
い
。
自

治
会
か
ら
も
改
善
要
望
が

で
て
い
る
。

　
住
民
の
安
心
・
安
全
の

た
め
、
ま
た
町
の
イ
メ
ー

ジ
ダ
ウ
ン
を
避
け
る
た
め

に
も
、
早
い
対
応
を
。

蓑
原

町長 治水に支障なし
景観もよくして
北条川の管理

被
害
現
状
は

町
長
年
々
増
加

松
く
い
虫

　
　
　
　
　
　
❶
年
々
増
加

し
、
令
和
３

年
度
は
８
０
０
立
方
㍍
、
事

業
費
は
３
３
７
２
万
円
で
あ

る
。 町

長

　
　
　
　
　
　
❶
被
害
の

推
移
と
現

状
は
。

❷
防
除
・
駆
除
対
策
の
樹

幹
注
入
、
空
中
散
布
、
地

上
散
布
、
伐
倒
駆
除
は
適

切
な
時
期
に
行
な
わ
れ
て

い
る
か
。

❸
県
道
羽
合
東
伯
線
以
南

及
び
個
人
所
有
の
松
枯
れ

対
策
は
。

秋
山

❷
特
別
伐
倒
駆
除
は
、
年
度

内
に
完
了
す
る
よ
う
９
月
頃

に
発
注
し
て
い
る
。

❸
町
の
「
枯
松
伐
採
促
進
事

業
」
の
活
用
を
。

蓑原　美百合

秋山　修

なに、これ？どうにかして！

伐倒処理作業

町
政
こ
こ
を
問
う
（
環
　
　
　
境
）
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❶
中
学
校

の
部
活
動

指
導
員
の
委
託
状
況
は
。 

❷
２
つ
の
中
学
校
で
１
つ

の
部
活
動
と
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
か
。

　
社
会
体
育
と
連
携
を
取

り
、
小
学
生
か
ら
の
継
続

し
た
育
成
は
で
き
な
い

か
。 

❸
中
学
校
体
育
連
盟
に
も

働
き
か
け
、
生
徒
が
望
む

部
活
動
に
取
り
組
む
こ
と

が
出
来
る
環
境
整
備
を
。

中
山

町長 学校や教育委員会で協議
よりよい環境を
部活動

　
　
　
　
　
　
現
状
を
踏
ま

え
、
必
要
あ

れ
ば
検
討
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
危
機
管
理
マ

ニ
ュ
ア
ル
を

全
職
員
で
情
報
共
有
。
救
急

措
置
研
修
を
毎
年
開
催
し
、

緊
急
時
に
は
速
や
か
に
受
診

で
き
る
体
制
を
と
り
、
現
状

で
は
支
障
は
生
じ
て
い
な
い
。

　
予
算
的
に
も
看
護
師
の
配

置
は
難
し
い
。

　
子
ど
も
の
健
康
状
態
な
ど

必
要
に
応
じ
て
配
置
を
検
討
。

町
長

教
育
長

町長 必要なら検討
安心を保護者に
こども園の看護師配置

蓑原　美百合

人
材
確
保
は

町
長
不
足
し
て
い
る

こ
ど
も
園
、
小
中
学
校
の
職
員
募
集

　
　
　
　
　
　
❶
1
月
か
ら

2
月
に
か
け

て
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
告
知

放
送
で
募
集
を
行
っ
た
。
募

町
長

　
　
　
　
　
　
❶
年
度
当

初
に
必
要

な
人
数
が
揃
わ
な
い
状
況

が
あ
っ
た
が
、
ど
ん
な
募

集
方
法
だ
っ
た
の
か
。 

❷
勤
務
時
間
、
勤
務
形
態

に
柔
軟
性
を
持
た
せ
る
こ

と
は
で
き
な
い
か
。 

❸
来
年
度
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育

活
動
支
援
員
の
募
集
は
行

な
っ
た
か
。入
れ
替
え
や
、

配
置
転
換
に
よ
り
学
校
の

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
、
職
員
の

研
さ
ん
に
つ
な
が
る
の
で

は
。 中

山

れ
替
え
を
前
提
に
は
せ
ず
、

面
接
で
能
力
や
資
質
に
つ
い

て
確
認
し
、
適
性
を
見
極
め

て
採
用
予
定
者
を
決
定
。

　
現
場
で
研
さ
ん
に
努
め
、

知
識
を
存
分
に
発
揮
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

ころんじゃったけど・・・

　
　
　
　
　
　
子
ど
も
は

家
族
の
一

員
と
し
て
か
け
が
え
の
な

い
存
在
で
あ
る
。

　
看
護
師
配
置
で
乳
幼
児

や
子
ど
も
の
急
な
体
調
の

変
化
に
も
適
切
に
対
応
で

き
、
子
ど
も
の
健
康
・
安

全
を
守
れ
、
保
護
者
は
安

心
し
て
仕
事
が
で
き
る
。

　
北
条
こ
ど
も
園
Ｐ
Ｔ
Ａ

か
ら
の
要
望
も
あ
っ
た
。

　
子
育
て
し
や
す
い
北
栄

町
と
し
て
ア
ピ
ー
ル
し
、

定
住
・
移
住
促
進
に
つ
な

げ
て
は
。

蓑
原

教育長 ひとつずつ検討を行う

教
育
長

人
数
確
保
を
優
先
に

追跡あの質問はどうなった?
【令和２年６月定例会】

Q．間に合うか「北条公園」
【油本朋也議員】
道の駅北条公園の再整備計画が大幅に遅れている。
計画通り令和６年開業は可能か。

【松本町長】
令和８年度の山陰道開通に間に合わせるのは必須。

問

答

A．�⃝令和３年３月指定管理者に株式会社TTCを指定�
⃝令和４年６月実施設計着手�
⃝令和７年春のリニューアルオープン予定

　
　
　
　
　
　
❷
中
学
校
部

活
動
が
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
と
一
緒
に
活

動
し
て
い
る
状
況
は
な
い
。

今
後
、
学
校
や
教
育
委
員
会

で
十
分
に
議
論
を
願
う
。

　
　
　
　
　
　
❶
部
活
動
支

援
員
を
北
条

中
４
名
、
大
栄
中
５
名
。
外

部
指
導
者
を
両
校
に
１
名
ず

つ
を
配
置
。

❷
２
つ
の
学
校
で
１
つ
の
部

と
い
う
の
は
難
し
い
。
休
日

に
一
緒
に
練
習
を
す
る
こ
と

は
可
能
。

❸
ス
ポ
ー
ツ
庁
の
大
会
参
加

要
件
等
の
見
直
し
を
議
論
し

て
い
る
の
で
注
視
し
て
い
る
。

町
長

教
育
長

教育長 予算的に困難

集
定
員
に
対
し
採
用
予
定

者
数
が
不
足
し
て
い
る
。

担
当
課
が
個
別
に
候
補
者

を
探
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
❷
基
本
的

に
は
町
の

求
め
る
形
態
で
働
け
る
方

を
優
先
。
し
か
し
、
学
習

支
援
員
は
人
数
確
保
を
優

先
し
短
時
間

勤
務
者
の
採

用
も
考
え
る
。

　
保
育
士
は

勤
務
時
間
の

区
分
を
複
数

設
定
し
、
人

数
確
保
に
努

め
て
い
る
。

❸
公
募
を

行
っ
た
。
入

教
育
長

中山　功一

現在の道の駅「北条公園」

北条中にしかないサッカー部

朝の職員室

町
政
こ
こ
を
問
う
（
教
　
　
　
育
）

町
政
こ
こ
を
問
う
（
教
　
　
　
育
）



定
さ だ

常
つ ね

　侑
ゆ う

志
し

さん（由良宿２区）

大栄小

1テストで100点を取ること。
2友達や先生など人とのかか
わりをたくさん持てる生活を。

3安心して生活できること。子ども
達がいろいろな経験ができること。

4子ども達が活躍できること

大栄・北条
　小学校入学式

4
11

藤
ふ じ

原
わ ら

　羽
う

音
た

さん（下神）

北条小

1全部。　2楽しんで。　3ない。　4わからない。

船
ふ な

木
ぎ

　誠
ま さ

人
と

さん（瀬戸）

大栄小

1国語。
2お友達をたくさん作って、元気に楽しく過ごしてほしい。
3安心して預けられる学校に。

田
た

熊
く ま

　優
ゆ

空
ら

さん（米里）

北条小

1全部。　　　　3ない。
2皆で仲良く。　4議会って何？公園を作ってほしい。

奥
お く

村
む ら

　つばささん（東新田場）
北条小

1勉強。算数が好き。
2元気に明るく、楽しく過ごしてほしい。
3街灯を増やして、通学路を

明るくしてほしい。
4町民、子ども達のために
頑張ってもらっている。

井
い

川
が わ

　凛
り ん

南
な

さん（由良宿７区）

大栄小

1勉強にがんばりたい。
2毎日、元気で楽しく過ご
してほしい。

3安心、安全に過ごせる環境。
4保護者の声により一層耳
を傾けてほしい。

インタビュー項目

1小学校で頑張りたいことは
児童へ 2どんな学校生活を送っ

てほしいですか

保護者へ
3町・学校に望むことは
4議会に望むことは

アポなし 突撃! インタビュー
私たちも1年生

～次代を担う子どもたち～～今を支える大人たち～
3町・職場に望むことは
4議会に望むことは

1自分のセールスポイントは
2どんな社会貢献をしたいですか
　どんな仕事をしたいですか

インタビュー
項目

足
あ

立
だち

　万
ま

由
ゆ

子
こ

（20代・倉吉市）�社会福祉法人中部福祉会あずま園
1 �作業療法士で、その人の日常生活に沿った
リハビリを行っている。

2 �認知症予防や、体力維持の向上のための活
動を、地域に発信したい。

3 �4高齢者と関わる機会が増えて、祭りなど合
同で行うことにより、高齢者だけでなく、地
域の人と一緒に楽しむ事によって地域の活性
化につながって行って欲しい。

宮
みや

川
がわ

　穂
ほ

乃
の

花
か

（20代・さくら団地）� 北栄町役場
1 �先の出来事を見越して計画立てを行うこと
と、常に笑顔でいることです。

2 �子どもからお年寄りの方まで、身体的にも精
神的にも健康に、日々過ごしていけるような
町づくりをしたいです。町民の方に寄り添っ
た相談支援、子育て支援をしていきたいです。

3 �この町で子育てがしたい、安心して暮らし
たいと思えるような町にすることです。課
内だけでなく、職場全体で良好な人間関係
の中で働くことです。

4 �町民の声を大切に、より住みやすい町をつ
くることが大切だと思います。

早
はや

川
かわ

　優
まさ

志
し

（20代・国坂東）� 北条小学校＆放課後児童クラブ
1 �気合で！
2 �子ども達を良い方向に導きたい。

3 �給料をもうちょっと上げてほしい。
4 �よくわからない。

田
た

中
なか

　英
ひで

伸
のぶ

（60代・西園）� 北栄町シルバー人材センター
1 �特にありません。
2 �自分も含め、高齢者の方が働くことを通し
て、健康で生きがいのある生活が送れるよ
う、様々な働く機会を提供出来るようにな
ればと思っています。

3 �（町に）今でも十分に住みやすい町だと思っ
ていますが、今以上に、みんなが住みやす
い町にしてください。

4 �コロナで開催がなかなか出来ないようですが、
出前座談会で広く町民の声を聞いてください。

渡
わた

辺
なべ

　柊
しゅう

志
じ

（20代・由良宿１区）� 株式会社　寺方工作所
1 �自分ではピンとくるものが思いつかなかった
め、先輩方に考えてもらいました。「素直、真
面目、誠実、最後までやり切る力がある」と、
言っていただきました。ありがとうございます。

2 �興味が尽きず、夢中になれる仕事をしたい。
そうした仕事でもらったお金で、しっかり

と税金を納める事で社会貢献をしたい。
3 �職場には、ケガ、病気などなく、健康に過
ごせる環境を、町には、疎になりすぎない
人との関わりを望みます。

4 �停滞を感じさせない、進化を目指し続ける
町にしてください。

河
かわ

﨑
さき

　積
つもる

（60代・大島）� 青山剛昌ふるさと館
1 �フットワークの良さとネットワークの強さ。
2 �自身の観光施設運営経験を活かし、町の賑
わいづくりに貢献したい。

3 �より魅力的で、より楽しく、進化を続ける
施設であり続けたいと考えています。思い

を共有し一緒に汗をかきましょう。
4 �今、青山剛昌ふるさと館は大事な時期にあ
ります。各議員の皆様には、今まで以上に
青山剛昌ふるさと館に関心を持ち、訪れて
いただきたいと思います。

©青山剛昌／小学館
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Ｄ Ａ Ｔ Ａ 人口14,588人（男7,001人･女7,587人）・世帯数5,477世帯（令和4年5月1日現在）※外国人含
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今
年
は
桜
が
長
持
ち
し
入

学
式
に
も
咲
い
て
い
た
。
入

学
進
級
さ
れ
た
み
な
さ
ん
に

は
頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
。

一
方
で
コ
ロ
ナ
禍
は
終
わ
り

が
見
え
ず
、
ロ
シ
ア
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
の
紛
争
も
続
い
て
い

る
。
変
化
し
続
け
る
状
況
に

対
応
す
る
力
を
私
た
ち
は

も
っ
て
い
る
の
だ
が
、
ど
こ

で
発
揮
す
れ
ば
良
い
の
か
戸

惑
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
多
い
。

　
北
栄
町
で
は
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
取
り
組
み

が
本
格
化
し
つ
つ
あ
る
。
地

域
と
学
校
が
手
を
結
ぶ
こ
と

で
で
き
る
こ
と
は
多
い
。
地

域
は
学
校
が
受
け
入
れ
て
く

れ
る
か
心
配
し
、
学
校
は
地

域
が
ど
の
程
度
関
わ
れ
る
の

か
不
安
に
思
っ
て
い
る
。
互

い
に
思
い
は
あ
る
が
、
す
れ

違
い
と
い
う
壁
も
あ
る
。
今

こ
そ
壁
を
崩
し
、
も
て
る
力

を
発
揮
す
る
と
き
で
あ
る
。

�

（
功
）

２年生になって頑張りたいことは、「難しい問題でもぱっ
とすぐに答えられるようになりたいです。」

隊員12名の最年長。毎日の登下校に付き添い15年がたち
ました。
これからも子どもたちの安心安全をしっかりと見守りま
す。子どもは宝です。

鍬
くわ

本
もと

　伯
のり

竹
たけ

さん（79歳）
村
むら

岡
おか

　佳
か

歩
ほ

さん	 ２年生（左）
堀
ほり

江
え

　紗
さ

菜
な

さん	 ２年生（右）

（大栄小学校） 瀬戸子ども安全パトロール隊　（瀬戸）

知っとんなる？こんな北栄
斎
さい

尾
お

慶
よし

勝
かつ

 生家（由良４区）

　旧日本海軍が誇った戦艦「大和」の主砲を設計
した斎尾慶勝氏（1889～1986年）の生家。
　慶勝氏の父は由良台場取締役、叔父は由良台場
砲術総指揮者という家柄であり、幼少期から大砲
への関心が育成されたと思われる。
　県立第二中（現米子東高）、第七高等学校造士
館（現鹿児島大学）を卒業後、東京帝国大学工科
大学（現東京大学）に入学。在学時に海軍造兵学
生となり、卒業後、海軍に入隊。
　当時の海軍省は、大型砲艦に主力を置いていた
ため、慶勝氏は大和の主砲の設計に全力を注ぎ、
1943年、海軍の技術畑の最高勲位である海軍技
術中将まで昇りつめた。
　戦後は日本製鋼所に勤務し、1986年、97歳で
逝去。

　鳥取県町村議会広報コンクール

で優秀賞を受賞しました。

　「見出しがうまい。町政ここを

問うは簡潔で気持ちいい。要点を

押さえている。」「高校生議会や、

まちかどインタビューなどの取組

も個性があり、読み応え十分。」

と審査員から高い評価を受けました。

議会だより第59号
優秀賞をいただきました。

優秀賞優秀賞を
いただきました




